
日　時　　2011年1月15日（土）　開場13時　開演13時30分

会　場　　けやきプラザ　ふれあいホール（ＪＲ常磐線　我孫子駅南口前）

重症心身障害児者はじめ医療を必要とする人の入所型施設の必要性について正しく理解するため、重症心身障害児施設がどういうものなのか、そしてそれがあることで街がどんなふうに変わっていけるのかなどを考え、重症心身障害児者が安心して暮らせる街づくりを提案したい！　という思いから、シンポジウムを企画しました。このテーマは単に重症心身障害に限られたことではありません。この街に生まれる重症心身障害児施設が街に開かれ、溶け込んだものになれば、様々な障害を持つ人にとっても、特に医療を必要とする時にはここにあってよかったと思える施設になることでしょう。
このように施設が作られる前から、そのあり方について街に暮らす人たちが考え始めることは、施設が街に開かれた貴重な資源になっていくための、重要な一歩だろうと考えます。このことは必要性が迫られている他の障害の施設づくりを進めるうえでも、きっと参考になることと思います。
東葛地区は東京という大都市に隣接し、阪神地区は大阪の隣にあります。人口規模も兵庫県阪神地区は、千葉県東葛北部地区とよく似た環境にあります。兵庫県阪神地区の人口は、西宮市(中核市) 48万人、尼崎市(中核市)46万人、伊丹市19万人、芦屋市9万人、一方千葉県東葛北部地区の人口は、松戸市48万人、柏市(中核市)40万人、流山市16万人、野田市15万人、我孫子市13万人、鎌ヶ谷市10万人となっています。こうした思いから、今回は兵庫県阪神地区から、あの大震災をのりこえ、先駆的な実践をしている方々をお招きすることとしました。
講　演　　　（13時30分～14時）　李 国本 修慈（NPO法人地域生活を考えよーかい）

シンポジウム（14時～16時）

　　　　シンポジスト　　李 国本 修慈 （NPO法人地域生活を考えよーかい）

　　　　　　　　　　　　清水　明彦  （西宮市社会福祉協議会障害者地域生活支援グループ長）

　　　　　　　　　　　　増田 真樹子（西宮すなご医療福祉センター  コーディネーター）

　　　　　　　　　　　　田中　鈴子　（東葛地区に重心施設をつくる会）

　　　コーディネーター　五十嵐正人　（ばおばぶ代表）

共　催　　東葛重心シンポジウム実行委員会／東葛地区に重心施設をつくる会
後　援　　選べる福祉ネットワーク／東葛市民の会／千葉県重症心身障害児(者)を守る会

（他交渉中）

参加費　　1,000円

問合せ　　ばおばぶ  04-7169-7710
東葛地区に重心施設をつくる会　  　　　　　田中　鈴子(野田市)   04-7122-8514
渡辺　敏子(流山市) 04-7144-8033　　　　山口久美子(松戸市)   047-345-4573　

西脇理知子(柏 市)  04-7154-6404 　　 　関口えみ子(我孫子市) 04-7187-6466
大田尻えり子(鎌ヶ谷市) 047-443-9149
みなさんの、ご参加をお待ちしています。









大好きなこの街で








